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令和元年度 瑞浪市男女共同参画社会推進会議主催 

「瑞浪市男女共同参画 市民講演会」について 
 

 

（１）開催日・開催場所 

    

・開 催 日：令和２年３月１４日（土） 

   ・開催場所：瑞浪市総合文化センター ３階 講堂 

 

 

（２）講演会の内容 

 

瑞浪市男女共同参画社会推進会議で開催する「市民講演会」について、 

第 1回の会議の際に行いました、参加者のみなさんの意識調査から、 

「ワーク・ライフ・バランス」についての関心が最も高いことが分かりま  

した。 

つきましては、「ワーク・ライフ・バランス」をテーマにした講演会３案を、

次のとおり提示します。（渋谷座長のご助言を頂きました。） 

みなさんのご意見をお聞かせください。 

 

 

 案１  

・講 師：金冶
か な じ

 宏
ひろし

 先生（中京学院大学 准教授） 

・テーマ：ワーク・ライフ・バランスで進める「まちづくり」 

～子育て体験、学生の社会活動・認知症カフェの研究をふまえて～ 

 

・備 考：金治氏は、中京学院大学の准教授(中津川校勤務）であり、市内の

中京高校においても“働くこと”をテーマに授業を行うなど、東濃 

地方に所縁
ゆ か り

のある方です。ご自身の“共働き・子育て”や研究テ

ーマである、“住民と行政の協働による地域課題の解決方法の創造”

等をベースに、広い視野で「ワーク・ライフ・バランス」や「男

女共同参画社会」「まちづくり」について語っていただきます。 

 

 



【資料 No.2-1】 

 

 案２  

・講 師：三枝
さえぐさ

 麻由美
ま ゆ み

 先生（名古屋大学男女共同参画センター 准教授） 

・テーマ：スウェーデンでのワーク・ライフ・バランス 

～日本との比較も含めて～ 

 

・備 考：スウェーデンでは、「ワーク・ライフ・バランス」を重視した柔軟

な働き方が実践されており、日本の働き方改革実現に向けたヒン

トとなると言われています。また、女性議員の割合や女性の就業率

が非常に高いのも特徴です。こうしたスウェーデンと日本の働き

方の違い等について、名古屋大学男女共同参画センターの三枝氏

にお話しいただきます。 

 

 

 案３  

・講 師：田巻
た ま き

 紘子
ひ ろ こ

 弁護士 

・テーマ：法の視点から考えるワーク・ライフ・バランス 

～暮らしに根付いた弁護士活動から～ 

 

     ・備 考：名古屋南部法律事務所の所属弁護士である田巻氏は、労働問題

についての見識が高く、女性と労働者の権利を守るための事件

等に取り組まれています。法の視点から考える「ワーク・ライ

フ・バランス」についてお話しいただきます。 


